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貸付債権の譲渡による営業外損失の計上に関するお知らせ 

 

当社は、平成23年2月8日開催の取締役会において、下記の通り貸付債権の譲渡を決議いたしました

が、この債権の譲渡に伴い、平成23年3月期において債権譲渡損による営業外損失を計上する必要が生

じましたので、お知らせいたします。 

 

記 

営業外損失の計上 

１．営業外損失の内容 

当社は、当社が保有する株式会社 MS&Consulting（東京都中央区日本橋人形町三丁目）宛て貸付債権

7 億円につき、5 億 5 千万円で譲渡することといたしました。債権額とその譲渡額との差額が生じるた

め、営業外損失を計上することといたしました。 

 

２．計上に至った経緯 

当社は、平成 21 年 3 月当時子会社であった株式会社 MS&Consulting（MS&C）の全株式を売却する

際に、売却先（北の丸パートナーズ株式会社）に対してその売却代金の一部を平成 21 年 3 月 18 日付

融資契約書により 8 億 5 千万円の融資に振り替えました。（その後、売却先と MS&C が合併したため、

現在の貸付先は MS&C になっております。） 

 この貸付金の平成 23 年 2 月 8 日現在の貸付残高は 7 億円となっていますが、最終返済日が平成 26

年 3 月末日となっているため、当社といたしましては、昨今の経営状況に鑑み、内部統制体制の強化

や不採算店舗の撤退など事業効率化および収益性の向上のための資金に充てるため早期に現金化する

ことが必要と判断いたしました。この度、この貸付債権を NIFSMBC-B2007 投資事業有限責任組合（東

京都千代田区丸の内一丁目）に 5 億 5 千万円で譲渡することとなり、債権譲渡損による営業外損失が

発生いたします。 

 

３．譲渡資産の内容 

（１）譲渡資産の概要 

資産の名称 帳簿価額 譲渡価額 

株式会社 MS&Consulting（東京

都中央区日本橋人形町三丁目）

に対する貸付債権 

700 百万円 

（平成 23 年 2 月 8 日時点で

の貸付残高） 

550 百万円 
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（２）譲渡による損益 

   譲渡により 1 億 5 千万円の譲渡損が発生します。 

 

（３）譲渡の日程 

 

取 締 役 会 決 議 平成 23 年 2 月 8 日 

契 約 締 結 日 平成 23 年 2 月 8 日 

代 金 決 済 日 平成 23 年 2 月 25 日 

 

４．譲渡先の概要 

 

 

（１） 名 称 NIFSMBC－B2007 投資事業有限責任組合 

（２） 所 在 地 東京都千代田区丸の内一丁目 9 番 1 号 

（３） 設 立 根 拠 等 
投資事業有限責任組合契約に関する法律上の投資事業有限責任

組合 

 

（４） 

業 務 執 行 組 合 員

（General Partner） 

の 概 要 

名 称 大和企業投資株式会社 

所 在 地 東京都千代田区丸の内一丁目 9 番 1 号 

代表者の役職・氏名 代表取締役社長 上田 照章 

事 業 内 容 プライベート・エクイティ投資事業 

資 本 金 の 額 18,767,257,225 円 

名 称 
ＳＭＢＣベンチャーキャピタル株式会

社 

所 在 地 
東京都中央区日本橋茅場町一丁目 13 番

12 号 

代表者の役職・氏名 代表取締役社長 勝川 恒平 

事 業 内 容 プライベート・エクイティ投資事業 

資 本 金 の 額 500,000,000 円 

（５） 当 社 と の 関 係 等 

上場会社（役員・役員

関係者・大株主を含

む。）と当該ファンド

の 関 係 

関係ありません。 

上場会社と業務執行

組 合 員 の 関 係 
関係ありません。 

 

３．今後の見通し 

この営業外損失が連結業績に与える影響は、現在精査中であり、連結業績予想の修正が必要な

場合には速やかに開示いたします。 

 

以 上 


